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このドキュ メン トについて

このドキュ メン トでは、 Zen の ODBC 仕様のサポートについて説明します。
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このドキュメン トの読者

このドキュ メン トは、 ODBC アーキテクチャや ODBC ド ラ イバー コンポーネン トの基本概念について理解がで

きているこ と と、 Microsoft ODBC Software Development Kit を使用できる環境にあるこ とを前提と しています。

また、 最新のデータベース原理とその用語、 C 言語、 およびコンパイラやリ ンカーなどの開発環境についての知

識と経験があるこ とを前提にしています。
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表記上の規則

特段の記述がない限り、 コマンド構文、 コード、 およびコード例では、 以下の表記が使用されます。

メモ  特段の記述がない限り、 本書における  Zen 製品へのすべてのリ ファレンスは、 現行バージ ョ ンについ

て述べています。

大文字小文字の

区別

通常、 コマンド と予約語は、 大文字で表記されます。 本書で別途記述がない限り、 これらの項目は大

文字、 小文字、 あるいはその両方を使って入力でき ます。 た と えば、 MYPROG、 myprog、 または

MYprog と入力するこ とができます。

[ ] 省略可能な情報には、 ［log_name］ のよ うに、角かっこが使用されます。角かっこで囲まれていない情

報は必ず指定する必要があ り ます。

| 縦棒は、 ［file name ｜ @file name］ のよ うに、 入力する情報の選択肢を表します。

< > ＜＞ は、 /D=<5|6|7> のよ うに、 必須項目に対する選択肢を表します。

変数 file name のよ うに斜体で表されている語は、 適切な値に置き換える必要のある変数です。

. . . ［parameter...］ のよ うに、 情報の後に省略記号が続く場合は、 その情報を繰り返し使用できます。

::= 記号 ::= は、 ある項目が別の項目用語で定義されているこ とを意味します。 たとえば、 a::=b は、 項目

a が b で定義されているこ とを意味します。

* アスタ リ スクは、 同一の接頭辞を持つ一連の API を示すワイルドカード記号と して使用されます。
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詳細情報

ODBC 仕様の詳細については、 Microsoft ODBC ドキュ メン ト を参照してください。
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1ODBC 仕様のサポート

Zen の Open Database Connectivity （ODBC） 仕様のサポートの概要

以下のト ピッ クでは、 Zen の Open Database Connectivity （ODBC） 仕様のサポートについて説明します。

 「ODBC 仕様のサポート 」

 「ODBC API サポート 」

 「ODBC 属性サポート 」

 「ODBC 記述子フ ィールドのサポート 」

Zen で ODBC 構成オプシ ョ ンを設定する方法については、 「DSN のセッ ト アップおよび接続文字列」 を参照して

ください。
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ODBC 仕様のサポート

ODBC （Open Database Connectivity） とは、 Microsoft によって開発された、 データベース  マネージメン ト  システ

ム （DBMS） にアクセスするための標準 API です。 この標準は、 長年にわたって進化し続けてきました。 Zen リ
レーシ ョナル インターフェイスは、 コア、 レベル 1、およびレベル 2 のインターフェイス  サポート  レベルに対す

る  ODBC v3.51 仕様をサポート しています （レベル 3 はサポート対象外です）。 

ODBC インターフェイス サポートの例外

コア レベル

SQL_BEST_ROWID

リ レーシ ョナル インターフェイスでは、テーブル内の行を識別する最適な列セッ ト と して固有のインデッ クスが

使用されます。 

IDENTITY 列のあるテーブルに新しい列を挿入した場合、 リ レーシ ョナル インターフェイスは IDENTITY 列に割

り当てられた値を返しません。 IDENTITY 列の値は @@IDENTITY 変数を使用するこ とによって判断できます。

『SQL Engine Reference』 の 「@@IDENTITY および @@BIGIDENTITY」 を参照してください。

レベル 2

以下はサポート対象外です。

 SQL_ATTR_LOGIN_TIMEOUT

 SQL_BEST_ROWID （上記の説明を参照）

 SQL_ROWVER
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ODBC API サポート

次の表は、 リ レーシ ョナル インターフェイスによ りサポート される  ODBC API 関数、 および ODBC サポート  レ
ベルの一覧を示します。 ODBC API の詳細については、 Microsoft の ODBC ドキュ メン ト を参照してください。

表 1 Zen がサポート している ODBC API 関数

ODBC 関数 ODBC サポート  レベル

SQLAllocHandle コア

SQLBindCol コア

SQLBindParameter コア

SQLBrowseConnect レベル 1

SQLBulkOperations レベル 1

SQLCancel コア

SQLCloseCursor コア

SQLColAttribute コア

SQLColumnPrivileges レベル 2

SQLColumns コア

SQLConnect コア

SQLCopyDesc コア

SQLDataSources コア

SQLDescribeCol コア

SQLDescribeParam レベル 2

SQLDisconnect コア

SQLDriverConnect コア

SQLDrivers コア

SQLEndTran コア

SQLExecDirect コア

SQLExecute コア

SQLExtendedFetch コア

SQLFetch コア

SQLFetchScroll コア

SQLForeignKeys レベル 2

SQLFreeHandle コア

SQLFreeStmt コア
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SQLGetConnectAttr コア

SQLGetCursorName コア

SQLGetData コア

SQLGetDescField コア

SQLGetDescRec コア

SQLGetDiagField コア

SQLGetDiagRec コア

SQLGetEnvAttr コア

SQLGetFunctions コア

SQLGetInfo コア

SQLGetStmtAttr コア

SQLGetTypeInfo コア

SQLMoreResults レベル 1

SQLNativeSql コア

SQLNumParams コア

SQLNumResultCols コア

SQLParamData コア

SQLPrepare コア

SQLPrimaryKeys レベル 1

SQLProcedureColumns レベル 1

SQLProcedures レベル 1

SQLPutData コア

SQLRowCount コア

SQLSetConnectAttr コア

SQLSetCursorName コア

SQLSetDescField コア

SQLSetDescRec コア

SQLSetEnvAttr コア

SQLSetPos レベル 1

SQLSetStmtAttr コア

表 1 Zen がサポート している ODBC API 関数

ODBC 関数 ODBC サポート  レベル
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ODBC API サポートの例外

次のセクシ ョ ンには、 ODBC API サポートの例外に関する詳細が記述されています。

SQLGetData

アプリ ケーシ ョ ンで SQLGetData を呼び出して SQL_C_NUMERIC 構造体にデータを返した場合、 ODBC 標準で

は、 SQL_DESC_SCALE フ ィールドはゼロに設定され、 SQL_DESC_PRECISION フ ィールドにはド ライバー定義

の精度が使用されます。 

Zen は、 メ タデータに定義されている小数位およびド ライバー定義の精度 （桁数） の値を使用します。 次の例を

考えて見まし ょ う。 この例では、 小数位は 2 に設定されます。

CREATE TABLE testnum (col1 NUMERIC(10,2))
INSERT INTO testnum VALUES (10.34)
SELECT * FROM testnum

SELECT ステート メン トは 10.00 ではなく  10.34 を返します。

SQLGetTypeInfo

SQLGetTypeInfo を使用する と、リ レーシ ョナル インターフェイスによって指定されたネイティブ データ型名（タ

イプ名） の リ ス ト が生成されます。 た と えば、 SQL_CHAR は CHARACTER に割り当てられます。 「CREATE
TABLE」 ステート メン ト または 「ALTER TABLE」 ステート メン ト内の列のデータ型名、あるいはプロシージャの

パラ メーターや、 プロシージャおよびト リガーで宣言された変数のデータ型名には、 この関数から戻される名前

を使用して ください。 

サポート されている  ODBC データ型の一覧については、 「使用できるデータ型」 を参照してください。

SQLGetInfo

リ レーシ ョナル インターフェイスは、 SQL_DRIVER_VER と  SQL_DBMS_VER に対して同一の値を返します。 こ

のバージ ョ ン値は次の形式で返されます。

aa.bb.cccc ddd

この値は、 次の表で説明されているよ うに 4 つの構成要素と して解釈できます。

SQLStatistics コア

SQLTablePrivileges レベル 2

SQLTables コア

要素 値 説明

aa メジャー バージ ョ ン データベース  エンジンのメジャー バージ ョ ン。

bb マイナー バージ ョ ン データベース  エンジンのマイナー バージ ョ ン。 一般に、 サービス  パッ クで更新され

ます。

cccc ビルド番号 リ リースを特定するビルドの詳細。

ddd ポイン ト  ビルド ビルドのマイナー アップデート。

表 1 Zen がサポート している ODBC API 関数

ODBC 関数 ODBC サポート  レベル
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次の表では、 SQLGetInfo で一般的に返されるその他の値についてま とめています。値は例と してのみ挙げてあ り

ます。

SQLSpecialColumns

リ レーシ ョナル インターフェイスでは、テーブル内の行を一意に識別する最適な列セッ ト と して固有のインデッ

クスが使用されます。新しい行が挿入されたと き、 リ レーシ ョナル インターフェイスは IDENTITY 列の値を返し

ません。 IDENTITY 列の値は @@IDENTITY 変数を使用するこ とによって判断できます。 『SQL Engine Reference』
の 「@@IDENTITY および @@BIGIDENTITY」 を参照してください。

項目 値の例

SQL_DRIVER_NAME W3ODBCCI.DLL

SQL_DRIVER_VER 10.00.0147 012

SQL_DRIVER_ODBC_VER 03.51

SQL_DBMS_NAME Zen

SQL_DBMS_VER 10.00.0147 012

SQL_ODBC_VER 03.52.0000

SQL_ODBC_API_CONFORMANCE SQL_OAC_LEVEL2

SQL_ODBC_INTERFACE_CONFORMANCE SQL_OIC_LEVEL2
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ODBC 属性サポート

リ レーシ ョナル インターフェイスは ODBC v3.51 の属性サポート を提供していますが、 次に挙げる例外があ り ま

す。

接続属性サポート  

次の表は、 ODBC 接続属性サポートの例外を示します。

ステート メン ト属性のサポート

次の表は、 ODBC ステート メン ト属性サポートの例外を示します。

表 2 ODBC 接続属性サポートの例外

fOption 解説

SQL_ATTR_AUTO_IPD デフォルト値は SQL_TRUE です。 Pervasive ODBC ド ラ イバーは、 この属性値を

SQL_FALSE に設定するこ とを許可していません。

SQL_ATTR_CONNECTION_TIMEOUT デフォルト値は 0 です。 それ以外の値はサポート されていません。

SQL_ATTR_METADATA_ID デフォルト値は SQL_FALSE です。 Pervasive ODBC ド ラ イバーは、 この属性値

を  SQL_TRUE に設定するこ とを許可していません。

表 3 ODBC ステート メン ト属性サポートの例外

fOption （数値） 解説

SQL_ATTR_ENABLE_AUTO_IPD(15) デフォルト値は SQL_TRUE です。Pervasive ODBC ド ライバーは、この属性値

を SQL_FALSE に設定するこ とを許可していません。

SQL_ATTR_METADATA_ID(10014) デフォルト値は SQL_FALSE です。 Pervasive ODBC ド ライバーは、 この属性

値を  SQL_TRUE に設定するこ とを許可していません。

SQL_ATTR_PARAM_BIND_TYPE(18) SQL_PARAM_BIND_BY_COLUMN のみサポート されます。

SQL_ATTR_QUERY_TIMEOUT(0) SQLSetStmtAttr および SQLSetConnectAttr を介し てサポー ト されます。

SQLExecDirect、 SQLExecute、 SQLFetch および SQLExtendedFetch にのみ適用

できます。 DDL ステート メン トに適用してはいけません。
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ODBC 記述子フ ィールドのサポート

Zen リ レーシ ョナル エンジンは ODBC ｖ 3.51 記述子フ ィールド  サポート を提供していますが、 次の例外があ り

ます。 

記述子フ ィールドおよびビッ ト数値

一部の記述子フ ィールドは ODBC のさまざまな SQLSet および SQLGet 関数を介して設定できますが、 これらの

関数が 64 ビッ ト値対応に変更されている一方、 それ以外の関数はまだ 32 ビッ ト値対応であるこ とに注意してく

ださい。 64 ビッ ト  ODBC ド ラ イバーを使用している場合、 このよ うなフ ィールドを設定および取得する際には、

適切なサイズの変数を使用するよ うにして ください。詳細については、Microsoft の ODBC ドキュ メン ト を参照し

て ください。 

説明の要点は、 SQL_ROWSET_SIZE は SQLGetStmtOption と  SQLGetStmtAttr の両方でサポート される という こ と

です。 64 ビッ ト  ODBC ド ラ イバーを使用し、 SQLGetStmtOption または SQLGetStmtAttr を呼び出した場合、 属性

パラ メーターが SQL_ROWSET_SIZE に設定されている場合には、 *ValuePtr に 64 ビッ ト値が返されます。

SQLSetStmtOption の各種オプシ ョ ン

このセクシ ョ ンでは、 以下の SQLSetStmtOption の各種オプシ ョ ンに対する  Zen のサポートについて説明します。

 SQL_BIND_TYPE

 SQL_CONCURRENCY

 SQL_CURSOR_TYPE

 SQL_RETRIEVE_DATA

 SQL_ROWSET_SIZE

 SQL_USE_BOOKMARKS

次の表は、 各オプシ ョ ンで有効な設定値を示します。

表 4 ODBC 記述子サポートの例外 

fOption 解説

SQL_DESC_BIND_TYPE アプリ ケーシ ョ ン パラ メーター記述子 （APD） では、 SQL_BIND_BY_COLUMN のみサポー

ト されます。

SQL_DESC_ROWVER 「ODBC インターフェイス  サポートの例外」 を参照して ください。

表 5 アクセス方法ごとにサポート されるバインド、 並行、 およびカーソルのタイプ

ODBC カーソル ライブラリ 現在の Zen ODBC ド ライバー

SQL_BIND_TYPE SQL_BIND_BY_COLUMN または行方向のバ

インドを示す長さ

SQL_BIND_BY_COLUMN または行方向のバ

インドを示す長さ
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SQL_CONCURRENCY SQL_CONCUR_READ_ONLY または 
SQL_CONCUR_ VALUES

（SQL_CONCUR_ROWVER の場合、 ライブラ

リは SQL_CONCUR_VALUES を代用し、

SQL_SUCCESS_WITH_INFO を返して、

SQLSTATE に 01S02 を設定する）

（SQL_CONCUR_LOCK の場合、 ライブラ リ

は SQLSTATE = S1C00 の SQL_ERROR を返

す）

SQL_CONCUR_READ_ONLY、

SQL_CONCUR_ROWVER または 
SQL_CONCUR_LOCK

（SQL_CONCUR_VALUES の場合、 ド ライ

バーは自動的に SQL_CONCUR_ROWVER を
代用する）

SQL_CURSOR_TYPE SQL_CURSOR_FORWARD_ONLY または 
SQL_CURSOR_STATIC

（SQL_CURSOR_KEYSET_DRIVEN および 
SQL_CURSOR_DYNAMIC の場合、 ライブラ

リは SQL_CURSOR_STATIC を代用し、

SQL_SUCCESS_WITH_INFO を返して、

SQLSTATE に 01S02 を設定する） 

SQL_CURSOR_FORWARD_ONLY または 
SQL_CURSOR_STATIC または 
SQL_CURSOR_DYNAMIC

（SQL_CURSOR_KEYSET_DRIVEN の場合、

ライブラ リは SQL_CURSOR_STATIC を代用

し、 SQL_SUCCESS_WITH_INFO を返して、

SQLSTATE に 01S02 を設定する）

表 6 アクセス方法ごとにサポート される行セッ トのサイズおよびブックマーク

ODBC カーソル ライブラリ 現在の Zen ODBC ド ライバー

SQL_RETRIEVE_DATA SQL_RD_ON

（SQL_RD_OFF の場合、 ライブラ リは 
SQLSTATE = S1C00 の SQL_ERROR を返す）

SQL_RD_ON または SQL_RD_OFF

SQL_ROWSET_SIZE 行セッ トの行数を示す値。 これは最大行セッ

ト  サイズを限度と します。

行セッ トの行数を示す値。 これは最大行

セッ ト  サイズを限度と します。

SQL_USE_BOOKMARKS SQL_UB_ON または SQL_UB_OFF SQL_UB_ON または SQL_UB_OFF

表 5 アクセス方法ごとにサポート されるバインド、 並行、 およびカーソルのタイプ

ODBC カーソル ライブラリ 現在の Zen ODBC ド ライバー
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2Zen ODBC リファレンス

接続文字列、 メ タデータのバージ ョ ン、 制限、 および SQL 文法についてのリ ファレンス情報

この章では、 リ レーシ ョナル インターフェイスおよび ODBC について説明します。

 「データ  ソース名接続文字列キーワード」

 「開いたテーブルを閉じる」

 「SQL 文法のサポート 」

 「使用できるデータ型」

 「無限の表現」
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データ  ソース名接続文字列キーワード

DSN への接続に使用される接続文字列には、 ド ラ イバーの定義済みキーワードをいくつでも含むこ とができま

す。 これらのキーワードを使用するこ とによ り、 ド ラ イバーはデータ  ソースへ接続するのに十分な情報を得るこ

とができます。 ド ライバーは、 データ  ソース との接続に必要なキーワードを定義します。 

Zen の接続文字列およびキーワードの完全な説明については、 「ODBC 接続文字列」 を参照して ください。

開いたテーブルを閉じる

SQLFreeStmt に SQL_CLOSE オプシ ョ ンを指定して呼び出すと、 SQLSTATE は変更されますが、 hStmt が使用し

ている開いたテーブルは閉じ ません。 hStmt が現在使用し ている テーブルを閉じ るには、 SQLFreeStmt に
SQL_DROP オプシ ョ ンを指定して呼び出す必要があ り ます。

次の例では、 Emp と  Dept のテーブルは開いたままになり ます。

SQLPrepare(hStmt, "SELECT * FROM Emp, Dept", SQL_NTS)
SQLExecute(hStmt)
SQLFetch until SQL_No_Data_Found
SQLFreeStmt(hStmt, SQL_CLOSE)

その次に SQLPrepare が hStmt で呼び出されたと き、前のステート メン トで使用したテーブルが閉じられます。 た

とえば、 次の呼び出しを実行する と、 Emp と  Dept の両方のテーブルは Zen によって閉じられます。

SQLPrepare(hStmt, "SELECT * FROM Customer",SQL_NTS)

その後、 次の呼び出しによって Customer テーブルを閉じます。

SQLFreeStmt(hStmt, SQL_DROP)
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SQL 文法のサポート

ODBC v 2.5 仕様は、 最小、 コア、 拡張の 3 つの SQL 文法レベルを提供します。 レベルが高くなるほど、 よ り完

全なデータ定義の実装とデータ操作言語のサポートが提供されます。 

リ レーシ ョナル インターフェイスでは、 最小 SQL 文法に加え、 多数のコアおよび拡張のステート メン ト文法を

完全サポート しています。 リ レーシ ョナル インターフェイスがサポート している  SQL 文法は、 次の表に要約さ

れています。 ステート メン ト文法は、 『SQL Engine Reference』 に記載されています。

表 7 SQL 文法のサポート

SQL ステート メン ト文法 最小 コア 拡張

「ALTER TABLE」 X

「CREATE GROUP」 X

「CREATE INDEX」 X

「CREATE TABLE」 X

「CREATE TABLE」 X

「CREATE TRIGGER」 X

「CREATE VIEW」 X

「DELETE （位置付け）」 X

DELETE （検索済み） X

「DROP GROUP」 X

「DROP INDEX」 X

「DROP PROCEDURE」 X

「DROP TABLE」 X

「DROP TRIGGER」 X

「DROP VIEW」 X

「GRANT」 X

「INSERT」 X

「JOIN」 「LEFT OUTER」
（SELECT）

X

「REVOKE」 X

「SELECT （INTO 付き）」 X

「概算数値リテラル」 X

「BETWEEN 述語」 X

「相関名」 X

「日付演算」 X
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SQL ステート メン ト内のデリ ミ ター付き識別子

列名およびテーブル名に非標準文字が含まれる場合、 列名とテーブル名はデリ ミ ター付き識別子と して表記でき

ます。 識別子がキーワードである場合は、 デリ ミ ターを付ける必要があ り ます。

識別子のデリ ミ ター文字は二重引用符です。 

例

SELECT "last-name" FROM "non-standard-tbl"

ハイフンは標準文字ではあ り ません。

SELECT "password" FROM my_pword_tbl

"password" は SET PASSWORD ステート メン トのキーワードです。

「日付リテラル」 X

「正確な数値リテラル」 X

拡張述部 X

「IN 述語」 X

「セッ ト関数」 X

「時刻リ テラル」 X

「タ イムスタンプ リ テラル」 X

「サブクエ リ 」 X

「SET SECURITY」 X

「UPDATE （位置付け）」 X

「UPDATE」 （検索済み） X

「UNION」 X

表 7 SQL 文法のサポート

SQL ステート メン ト文法 最小 コア 拡張
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使用できるデータ型

次の表は、 Zen によってサポート される  ODBC のリ レーシ ョナル データ型に関する情報を示します。 SRDE は、

SQLGetData または SQLBindCol を呼び出すと きに別のデータ型変換が指定されない限り、 リ レーシ ョナル デー

タ型を ODBC のデフォルトのデータ型に変換します。 データ型の変換については、 Microsoft の ODBC ドキュ メ

ン トに記載されているデータ型を参照して ください。

以下のデータ型に関する詳しい情報は、 『SQL Engine Reference』 の 「Zen ト ランザクシ ョナルおよびリ レーシ ョ

ナル データ型」 を参照してください。

 Zen メ タデータの型コード

 サイズ

 作成 / 追加パラ メーター

 各データ型固有の注記

表 8 Zen で使用できる ODBC のデータ型

リレーシ ョナル型 ODBC 型 （コード） 1

AUTOTIMESTAMP SQL_TIMESTAMP(93)

BFLOAT4 SQL_REAL(7)

BFLOAT8 SQL_DOUBLE(8)

BIGIDENTITY SQL_BIGINT(-5)

BIGINT SQL_BIGINT(-5)

BINARY SQL_BINARY(-2)

BIT SQL_BIT(-7)

CHAR SQL_CHAR(1)

CURRENCY SQL_DECIMAL(3)

DATE SQL_DATE(91)

DATETIME SQL_TIMESTAMP(93)

DECIMAL SQL_DECIMAL(3)

DOUBLE SQL_DOUBLE(8)

IDENTITY SQL_INTEGER(4)

INTEGER SQL_INTEGER(4)

LONGVARBINARY SQL_LONGVARBINARY(-4)

LONGVARCHAR SQL_LONGVARCHAR(-1)

MONEY SQL_DECIMAL(3)

NCHAR SQL_WCHAR(-8)

NLONGVARCHAR SQL_WLONGVARCHAR(-10)
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NUMERIC SQL_NUMERIC(2)

NUMERICSA SQL_NUMERIC(2)

NUMERICSLB SQL_NUMERIC(2)

NUMERICSLS SQL_NUMERIC(2)

NUMERICSTB SQL_NUMERIC(2)

NUMERICSTS SQL_NUMERIC(2)

NVARCHAR SQL_WVARCHAR(-9)

REAL SQL_REAL(7)

SMALLIDENTITY SQL_SMALLINT(5)

SMALLINT SQL_SMALLINT(5)

TIME SQL_TIME(92)

TIMESTAMP SQL_TIMESTAMP(93)

TIMESTAMP2 SQL_TIMESTAMP(93)

TINYINT SQL_TINYINT(-6)

UBIGINT SQL_BIGINT(-5)

UINTEGER SQL_INTEGER(4)

UNIQUEIDENTIFIER SQL_GUID(-11)

USMALLINT SQL_SMALLINT(5)

UTINYINT SQL_TINYINT(-6)

VARCHAR SQL_VARCHAR(12)

1 SQL_FLOAT および SQL_VARBINARY は Zen ではサポート されません。

表 8 Zen で使用できる ODBC のデータ型

リレーシ ョナル型 ODBC 型 （コード） 1
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無限の表現

Zen で無限を表すには、 次の表のよ うに、 4 バイ ト （C 言語の float 型） または 8 バイ ト （C 言語の double 型） の

形式で、 16 進数または文字と して表現できます。

表 9 無限の表現

値 Float 16 進数 Float 文字 Double 16 進数 Double 文字

正の最大数 0x7FEFFFFFFFFFFFFF

負の最大数 0xFFEFFFFFFFFFFFFF

正の無限数 0x7F800000 1E999 0x7FF0000000000000 1E999

負の無限数 0xFF800000 -1E999 0xFFF0000000000000 -1E999
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ト ランザクシ ョ ン

START TRANSACTION ステート メン トはス ト アド  プロシージャ外ではサポート されません。 これは、 ODBC 標
準が、すべてのステート メン トはデフォルトで ト ランザクシ ョ ン内にあるこ とを条件と しているためです。ODBC
標準にはト ランザクシ ョ ンを開始する  API があ り ません。 『SQL Engine Reference』 の 「START TRANSACTION」

を参照して ください。

ODBC は、 各 SQL ステート メン ト を SQL 独自のト ランザクシ ョ ン内に置くか、 それと もアプリ ケーシ ョ ンが各

ト ランザクシ ョ ンの終了時を指定するかど うかを決定するアプリ ケーシ ョ ンを提供します。 ODBC は、 ト ランザ

クシ ョ ン内にないどのステート メン ト よ り前に、 自動的にト ランザクシ ョ ンを開きます。 したがって、 指定され

た接続の最初のステー ト メ ン ト 、 あるいは COMMIT または ROLLBACK 後の最初のステー ト メ ン ト によ り、

ODBC は自動的に新しい ト ランザクシ ョ ンを開始します。

ODBC 標準内では、SQLSetConnectOption を使って、各ステート メン ト を独自の ト ランザクシ ョ ン内に置くか、 ま

たはアプリ ケーシ ョ ンが複数のステート メン ト を 1 つのト ランザクシ ョ ンにま とめるかど うかを指定します。

 SQLSetConnectOption にオプシ ョ ン SQL_AUTOCOMMIT、値 SQL_AUTOCOMMIT_ON （これがデフォルトです）

を指定して呼び出すと、 各ステート メ ン トは独自の ト ランザクシ ョ ン内に置かれます。 このよ うに使用する と、

ト ランザクシ ョ ンはステート メ ン ト の実行を開始する と きに開始され、 ステート メ ン ト の実行の完了時点でエ

ラーが発生していない場合は自動的にコ ミ ッ ト され、エラーが発生した場合はロール バッ ク されるよ うになり ま

す。

SQLSetConnectOption にオプシ ョ ン SQL_AUTOCOMMIT、 値 SQL_AUTOCOMMIT_OFF を指定して呼び出すと、

アプリ ケーシ ョ ンがステート メン ト を 1 つのト ランザクシ ョ ンにま とめるこ とができます。 このよ うに使用する

と、 ト ランザクシ ョ ンは実行される最初のステート メン ト を開始する と きに開始されます。 その後、 ト ランザク

シ ョ ンをいつ、 どのよ うに終了するかは、 アプリ ケーシ ョ ンが SQLTransact を呼び出すか、 'COMMIT WORK' ま
たは 'ROLLBACK WORK' ステート メ ン ト を実行するかによって決ま り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが 1 つの ト ラン

ザクシ ョ ンを終了する と、 次のステート メン トの実行時に別のト ランザクシ ョ ンが自動的に開始されます。 



19

3DSN のセッ トアップおよび接続文
字列

Zen における  DSN と  ODBC アド ミ ニス ト レーターの使用

以下のト ピッ クでは、 Zen でのド メ イン ソース名および接続文字列の管理について説明します。

 「ODBC データベース  アクセス」

 「Zen DSN セッ ト アップ」

 「Zen エンジン DSN セッ ト アップ」

 「DSN セッ ト アップを介したデータベースの作成」

 「ODBC 接続文字列」
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ODBC データベース アクセス

標準 ODBC では、ODBC を使用するアプリ ケーシ ョ ンはオペレーティング システムで定義されているデータ  ソー

ス名 （DNS） を介してデータベースにアクセスします。 Zen では、 DSN 接続文字列または DSN レス接続文字列

を利用するこ とができます。Zen はデータベース  エンジンとの通信用の ODBC ド ラ イバーを提供します。 これら

のド ラ イバーは、 DSN と関連付けられているか、 接続文字列で指定されています。

以下のセクシ ョ ンでは、 Zen ODBC ド ラ イバーの一覧を示し、 DSN データベース  アクセスおよび DSN レスの接

続文字列アクセスについて簡単に説明します。

Zen ODBC ド ライバー名

データベース  エンジンとの通信には、Zen ODBC ド ラ イバーを利用します。DSN を作成する と きに適切なド ライ

バーと関連付けが行われます。接続文字列を利用している場合は、適切なド ライバーを指定する必要があ り ます。

次の表は ODBC ド ラ イバーの一覧を示します。 

表 10 Zen ODBC ド ライバー

ドライバー名 ビッ ト数 備考

Pervasive ODBC Unicode Interface 32 ビッ ト と

64 ビッ ト

• Windows オペレーティング システムでのみ利用できます。 1

• ローカルまたはリモートの名前付きデータベースへ接続します。

• 32 ビッ ト  ODBC アド ミニス ト レーターでは、ワイ ド文字データを扱う

32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン向けの 32 ビッ ト  DSN を作成します。 

• 64 ビッ ト  ODBC アド ミニス ト レーターでは、ワイ ド文字データを扱う

64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン向けの 64 ビッ ト  DSN を作成します。 

Pervasive ODBC Interface 64 ビッ ト • 64 ビッ ト  DSN を作成します。

• ローカルまたはリモートの名前付きデータベースへ接続します。

• 64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン向け。

Pervasive ODBC Client Interface 32 ビッ ト • 32 ビッ ト  ク ライアン ト  DSN を作成します。

• ローカルまたはリモートの名前付きデータベース、 あるいはエンジン

DSN へ接続します。 

• インターフェイス  GUI では、 名前付きデータベース とエンジン DSN
の両方を一覧に表示します。 

• 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン向け。

Pervasive ODBC Engine Interface 32 ビッ ト  • 32 ビッ ト  エンジン DSN を作成します。 2

• ローカルの名前付きデータベースへ接続します。

• 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン向け。

• 非推奨

1 Linux および macOS では通常、 システム エンコードは UTF-8 です。 このエンコードを使用する と、 SQL テキス トにワイ

ド文字データを含めるこ とができます。UTF8 を使用する  SQL テキス トは既存の Pervasive ODBC Client Interface ド ラ イバー

と互換性があるので、 Linux または macOS で ODBC Unicode ド ライバーは必要あ り ません。

2 新規または修正を施す 32 ビッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンは、 ローカルでも リモートでも、 エンジン DSN を使用するのではな

く、 名前付きデータベースに接続するか、 ク ライアン ト  DSN を使用する必要があ り ます。 この代わりに、 Pervasive ODBC
Client Interface を指定するこ とによってアプリ ケーシ ョ ンが DSN レス接続を使用する という方法もあ り ます。エンジン  DSN
の使用を避けるこ とで、 将来エンジン DSN が Zen でサポート されなくなってもアプ リ ケーシ ョ ンを維持するこ とができま

す。
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DSN 接続

Zen はファイル DSN をサポート しません。ユーザー DSN またはシステム DSN を使用する必要があ り ます。その

コンピューター上のすべてのユーザーが利用可能であるこ とから、 一般的にはシステム DSN が使用されます。

ODBC アプリ ケーシ ョ ンが DSN の使用を想定している場合は、DSN はデータベースを識別する必要があ り ます。 

Zen Unicode DSN は、 ローカルまたはリモートの名前付きデータベースを指します。 これは、 ワイ ド文字データ

を扱う  Windows 32 ビッ ト または 64 ビッ ト アプリ ケーシ ョ ン向けです。 

また、 Zen は 32 ビッ トおよび 64 ビッ ト用の非 Unicode DSN も提供します。 これらも、 ローカルまたはリモート

の名前付きデータベースを指します。32 ビッ ト  DSN はク ライアン ト  DSN と呼ばれます。64 ビッ ト  オペレーティ

ング システムの DSN は、単に 64 ビッ ト  DSN と呼ばれ、 「ク ラ イアン ト 」 の名称は付きません。 これは、 64 ビッ

ト  アプリ ケーシ ョ ン向けです。

ODBC アド ミニス ト レーターを使用した DSN の構成および設定については、 「Zen DSN セッ ト アップ」 を参照し

て ください。

メモ  Zen は引き続き  32 ビッ ト版のエンジン DSN の提供を行います。 エンジン DSN の使用は推奨されてい

ません。 新規または修正を施す 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 ローカルでも リモートでも、 エンジン DSN

を使用するよ り、名前付きデータベースに接続してください。エンジン DSN の使用を避けるこ とで、将来エ

ンジン DSN が Zen でサポート されなくなってもアプリ ケーシ ョ ンを維持するこ とができます。エンジン DSN

はローカルの名前付きデータベースのみを指します。 ク ライアン ト  DSN はエンジン DSN を指すこ と もでき

ます。

DSN を使用しない接続 （DSN レス接続）

DSN を利用する代わりに、 アプ リ ケーシ ョ ンは Zen ド ラ イバー名を直接指定するこ とによって、 DSN レス接続

を使用するこ とができます （「ODBC 接続文字列」 を参照してください）。 

Btrieve API や、その他 ADO.NET などの SQL アクセス方法を利用してのみ Zen データベースにアクセスするアプ

リ ケーシ ョ ンでは、 DSN は必要あ り ません。 これらのアクセス方法では、 接続に名前付きデータベースを用いま

す。 これは、 ODBC アプリ ケーシ ョ ンではオプシ ョ ンです。

Zen Java ユーティ リ ティは DSN を必要と しません。 たとえば、 ZenCC は、 名前付きデータベースでは ODBC で
はなく  JDBC を使用します。 
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Zen DSN セッ トアップ

このダイアログは、 ODBC アド ミ ニス ト レーターから利用できます。 以下の Zen ODBC インターフェイスのいず

れかを使用して、 DSN を設定するこ とができます。

 Pervasive ODBC Unicode Interface

32 ビッ ト  ODBC アド ミ ニス ト レーターを用いた場合は、 32 ビッ ト  DSN を作成します。 64 ビッ ト  ODBC ア

ド ミ ニス ト レーターを用いた場合は、 64 ビッ ト  DSN を作成します。

 Pervasive ODBC Client Interface

32 ビッ ト  DSN 用。

 Pervasive ODBC Interface

64 ビッ ト  DSN 用。

ODBC アド ミニスト レーター 

Windows 64 ビッ ト  オペレーティング システムには、 ODBC アド ミ ニス ト レーター用の実行可能ファイルが 2 種
類含まれています。 1 つは 32 ビッ ト  DSN 用で、 も う  1 つは 64 ビッ ト  DSN 用です。 各 ODBC アド ミニス ト レー

ターは、 自身のビッ ト数に合致するシステム DSN のみを列挙します。 つま り、 64 ビッ ト  ODBC アド ミ ニス ト

レーターは 64 ビッ ト  システム DSN を列挙します。逆もまた同様です。Windows コン ト ロール パネルから  ODBC
アド ミ ニス ト レーターを起動した場合は、 64 ビッ ト  バージ ョ ンが実行されます。 

Zen Control Center （ZenCC） の ［ツール］ メニューには、 32 ビッ ト または 64 ビッ トの ODBC アド ミニス ト レー

ターを起動するためのオプシ ョ ンが個々に含まれています。 こ こで留意する点は、 ODBC アド ミ ニス ト レーター

が既に開かれている場合、 Windows はそれをデフォルト とする という こ とです。 つま り、 32 ビッ ト  ODBC アド

ミ ニス ト レーターが開いている と きに 64 ビッ ト用を起動しよ う とする と、Windows は 32 ビッ ト  バージ ョ ンを表

示します （逆も同様） 。 言い換える と、 ODBC アド ミニス ト レーターは同時に 1 つのバージ ョ ンしか実行されな

いという こ とです。 これは Zen の制限ではなく、 Windows オペレーティング システムの制限です。

データ  ソース名

ODBC ク ライアン ト  サーバー アーキテクチャは特定のデータ  セッ ト をそれぞれの名前で呼び出すので、 わかり

やすい名前で参照するこ とができます。

接続をセッ ト アップするデータ  ソースの名前 （データ  ソース名または DSN と呼びます） を入力します。 この

DSN はデータ  ソースの識別に役立ちます。 

データベース  エンジンでの DSN の使用に関する詳細については、 「ODBC データベース  アクセス」 を参照して

ください。

説明

必要に応じて、 DSN の説明を入力します。 説明は、 DSN、 データベース、 またはアプリ ケーシ ョ ンの識別に役立

ちます。

サーバー名 /IP

データベース  エンジンが実行されているマシンを指定します。ク ライアン ト を接続させるサーバー マシンのマシ

ン名または IP アドレスを入力します。 

転送のヒン ト

使用する転送プロ ト コルまたは 初に試行する転送プロ ト コルを指定します。デフォルトは "TCP" （"TCP のみ試

行 "） です。
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データベース名

［データベース名］ をク リ ッ ク し、 ［リス トの取得］ をク リ ッ ク したら、 リ ス トの中から接続したいデータベース

を選択します。 このリ ス トは、 「サーバー名 /IP」 に指定されたサーバー上のデータベースを返します。

任意で、 ［作成］ をク リ ッ ク して新しいデータベースを作成できます。 

読み取り専用 DSN

このチェッ ク  ボッ クスをオンにする と、 DSN 接続文字列に OpenMode=1 設定が含まれるよ うにな り ます。 この

設定は次の構成で使用できます。

 Pervasive ODBC Unicode Interface （32 ビッ トおよび 64 ビッ ト ）

 Pervasive ODBC Interface （64 ビッ ト ）

データベース設定の詳細

次のデータベース設定の詳細については、 「DSN セッ ト アップを介したデータベースの作成」 を参照してくださ

い。

 「辞書のロケーシ ョ ン」 

 「データ  ファ イルのロケーシ ョ ン」 

 「整合性の設定」 

 「バウンド」

エンジン DSN

このオプシ ョ ンは、 32 ビッ ト  ク ライアン ト  DSN ダイアログにのみ表示されます。 これは、 他の Zen ド ラ イバー

の DSN ダイアログのいずれにも存在しません。

［エンジン DSN］ をク リ ッ ク し、 ［リス トの取得］ をク リ ッ ク したら、 リ ス トの中から ク ライアン ト を接続させた

いエンジン DSN を選択します。 この リ ス トは、 「サーバー名 /IP」 に指定されたサーバー上のエンジン DSN を返

します。

任意で、［作成］ をク リ ッ ク して新しいエンジン DSN を作成したり、［変更］ をク リ ッ ク して既存のエンジン DSN
を変更するこ とができます。 

「Zen エンジン DSN セッ ト アップ」 も参照して ください。

メモ  新規または修正を施す 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 ローカルでも リモートでも、 エンジン DSN で

はなく名前付きデータベースに接続する必要があ り ます。この代わりに、アプリ ケーシ ョ ンは DSN レス接続

を使用するこ と もできます （ 「DSN を使用しない接続 （DSN レス接続） 」 を参照して ください） 。 エンジン

DSN の使用を避けるこ とで、 将来エンジン DSN が Zen でサポート されな くなってもアプリ ケーシ ョ ンを維

持するこ とができます。

詳細な接続属性

以下の接続属性は、 32 ビッ ト  ク ライアン ト  DSN、 64 ビッ ト  ク ライアン ト  DSN、 および Unicode DSN に適用さ

れます。

 「配列フェッチを有効にする」

 「TCP/IP ポート番号」

 「エンコード変換」

（エンジン DSN に適用される接続属性については、 「エンジン DSN 用の詳細な接続属性」 を参照してください。）
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配列フェ ッチを有効にする 

配列フェッチは、ク ライアン ト  マシン上の結果セッ トのためのメモリ  キャ ッシュです。配列フェッチが有効な場

合、 新の結果セッ トのデータはク ライアン ト  マシンのローカル メモ リにキャ ッシュされます。 それによって、

その後のクエリのパフォーマンスが向上します。 複数のクエリ を実行する場合は、 配列フェッチをオンにしてお

く こ とをお勧めします。

配列フェ ッチのキャ ッシュに使用されるバッファーのデフォルト  サイズは 64 KB です。 この値には、 1 から  64
KB までの任意の数値を設定できます。

TCP/IP ポート番号

この設定を使用して Zen ODBC 通信を行うネッ ト ワーク  ポート番号を変更するこ とができます。 サーバー エン

ジンのネッ ト ワーク  レイヤーにも同様な設定があ り ます。両方の設定を同時に行って同一のポート番号に変更し

ないと、 ク ライアン ト とサーバーは通信できません。

注意   サーバーの対応するポート番号を変更しないのであれば、 ク ライアン トのポート番号も変更しないで

ください。 サーバーおよびク ラ イアン ト が同一のポー ト番号を使用しないと通信する こ とができません。

『Advanced Operations Guide』 の 「TCP/IP ポート 」 を参照してください。

一般的に、 このポート番号を変更する必要があるのは、 このポート を既に使用している別のネッ ト ワーク  サービ

スがあ り、 ほかのアプリ ケーシ ョ ンよ り  Zen アプリ ケーシ ョ ンのポート番号を変更する方が容易な場合です。

ポートに関する詳細については、 『Getting Started with Zen』 の 「デフォルトの通信ポートの変更」 を参照してくだ

さい。

エンコード変換

エンコード変換とは、 文字データのエンコードを、 データベース中に存在するエンコードから、 ク ライアン トに

存在するエンコードへ変換する操作のこ とを言います （その逆も同様）。 これによ り、データベースと ク ライアン

トが異なるエンコードを使用している場合でも、 ク ライアン トは特定の条件下で、 データベースのテキス トの読

み取り と書き込みが可能になり ます。両方のエンコードが同じである場合、変換の必要がないこ とは明らかです。

変換の有効性は、 ク ラ イアン ト上とサーバー上の文字セッ トがどれく らい一致しているかによ り ます。 つま り、

共通している文字が多いほど、 変換は有効になり ます。 変換できない文字は疑問符に置き換えられます。 たとえ

ば、データベースが OEM コード  ページ 850、 ク ラ イアン トが ANSI コード  ページ 1252 を利用していた場合、文

字は変換されますが、 一部の図形記号は変換されません。

データベースの接続文字列や DSN は、自動的に変換を取り決めるよ うにするか、異なるコード  ページのエンコー

ド間で OEM/ANSI 変換を実施するか、 またはあらゆる変換を無効にするかを設定するこ とができます。 Unicode
ド ラ イバーを使用している場合は、 自動変換がデフォルトです。 それ以外の Zen ド ラ イバーの場合は、 「変換な

し」がデフォルトです。自動変換は、DSN セッ ト アップ画面で指定するか、または ODBC 接続文字列で PvTranslate
属性を使用して指定できます。

次の表は、 ク ライアン ト と ド ラ イバー エンコードのさまざまな組み合わせについて、文字エンコード変換の操作

をまとめています。1 列目は、アプリ ケーシ ョ ンが ANSI または Unicode のいずれであるかを示します。2 列目は、

Zen ド ラ イバーがク ライアン ト  ド ラ イバー （ク ライアン ト  32 ビッ ト /64 ビッ ト  ド ラ イバー） または Unicode ド ラ

イバーのいずれであるかを示します。 （ク ラ イアン ト  ド ラ イバーと  Unicode ド ラ イバーは、 「ODBC データベース

アクセス」 を参照して ください。） 3 列目は、 Microsoft ODBC Driver Manager が Zen ODBC ド ラ イバーにアプリ

ケーシ ョ ンを接続して、テキス ト変換を実行するこ とができるかど うかを示します。残り  3 列は、特定のエンコー

ド設定 （列 4） における、 SQL テキス ト または CHAR ユーザー データ （それぞれ列 5 と列 6） に対する  Zen ド ラ
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イバーのテキス ト処理について示します。 データベースからデータを取得する と きは、 変換が逆になり ます。 設

定オプシ ョ ンの説明をま とめた表は次のとおりです。 

メモ  Zen ク ラ イアン ト  ド ラ イバーを使用している場合、 Unicode の SQL テキス トは常に、 Microsoft Driver

Manager によってク ライアン ト  エンコードに変換されます。 これによ り、 SQL クエ リ  テキス ト内の NCHAR

リ テラルはク ライアン トの文字セッ トに限定されます。SQL クエ リ  テキス ト内の NCHAR リ テラルを保持す

るには、 Zen Unicode ド ラ イバーを使用します。

DSN エンコード変換オプシ ョ ン

エンコード変換オプシ ョ ンは、Zen データベース  エンジンと  ODBC を使用する  Zen ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ

ン間で文字データをどのよ うに変換するかを指定します。 このオプシ ョ ンはク ライアン トが 32 ビッ ト または 64
ビッ ト  DSN を設定する場合にのみ使用可能です。 Unicode DSN はデフォルトで " 自動 " に設定されています。

表 11

アプリケーシ ョ ン Zen ド ライバー Microsoft ド ライ

バー マネージャー

テキスト処理

DSN または接続

文字列の変換設定

Zen ド ライバー

SQL テキスト処理

Zen ド ライバー

CHAR データ処理

ANSI ク ライアン ト 変換なし なし 変換なし 変換なし

ANSI ク ライアン ト 変換なし OEM/ANSI ク ラ イ アン ト  エ
ン コード を  OEM
へ

ク ラ イ アン ト  エ
ン コード を  OEM
へ

ANSI ク ライアン ト 変換なし 自動 ク ラ イ アン ト  エ
ン コ ー ド をデー

タベース  エン

コードへ

ク ラ イ アン ト  エ
ン コ ー ド をデー

タベース  エン

コードへ

ANSI Unicode ク ラ イ アン ト  エ
ン コー ド を  SQL
テキス ト の UCS-
2 へ

自動 UCS-2 を  UTF-8
へ

ク ラ イ アン ト  エ
ン コ ー ド をデー

タベース  エン

コードへ

Unicode ク ライアン ト UCS-2 を ク ラ イ

アン ト  エン コー

ドへ

なし 変換なし 変換なし

Unicode ク ライアン ト UCS-2 を ク ラ イ

アン ト  エン コー

ドへ

OEM/ANSI ク ラ イ アン ト  エ
ン コード を  OEM
へ

ク ラ イ アン ト  エ
ン コード を  OEM
へ

Unicode ク ライアン ト UCS-2 を ク ラ イ

アン ト  エン コー

ドへ

自動 ク ラ イ アン ト  エ
ン コ ー ド をデー

タベース  エン

コードへ

ク ラ イ アン ト  エ
ン コ ー ド をデー

タベース  エン

コードへ

Unicode Unicode 変換なし 自動 UCS-2 を  UTF-8
へ

UCS-2 をデータ

ベース  エン コー

ドへ
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自動

この設定は、エンジン マシン上のデータベースのエンコードがク ライアン ト  マシン上の OS エンコード と異なる

場合は文字データ  エンコードを自動的に変換するよ う、 Zen ODBC ク ラ イアン トに指示します。 Unicode ド ラ イ

バーは、 自動的に変換するよ うにデフォルトで設定されています。

文字データの変換は、要求に応じてク ライアン トで行われます。エンジン マシン上のデータベース  エンコードが

ク ライアン ト  マシン上の OS エンコード と同じ場合は、 文字データ変換は不要です。

" 自動 " を指定するには、 ク ライアン ト とサーバーがバージ ョ ン 10.1 以上である必要があ り ます。

『Advanced Operations Guide』 の 「データベース  コード  ページと ク ライアン ト  エンコード」 も参照してください。

なし

この設定では、 ク ライアン トおよびサーバー間で文字データの変換は行われません （ク ライアン ト とサーバーが

同じオペレーティング システムのエンコードを使用しているこ とが前提です）。 

Zen v10 SP1 よ り前のバージ ョ ンでは、 "OEM/ANSI 変換 " は単一選択で、 選択解除または選択の 2 つの状態があ

るだけでした。現在、選択解除状態は " なし " と表示されるよ うにな り、Unicode ド ラ イバー以外の Zen ODBC ド
ラ イバーでは、 これがデフォルト となっています。

OEM/ANSI 変換

この設定によ り、 アプリ ケーシ ョ ンは Zen エンジンのすべての OEM 文字セッ トの文字データを格納または取得

するこ とができ、 アプリ ケーシ ョ ンの ANSI Windows 文字セッ ト を使用してデータを操作および表示するこ とが

できます。 

Zen ODBC ド ラ イバー ト ランスレーター DLL が、 2 つの文字セッ ト間で必要な変換をすべて行います。 この機能

は、 DSN ごとにオン / オフを切り替えるこ とができます。データベースとやり取りする文字データは ODBC ド ラ

イバーによって、 OEM 文字セッ ト と  ANSI 文字セッ ト間で正し く変換されます。 

アプ リ ケーシ ョ ンで SQLDriverConnect を使用してデータ  ソースに接続する場合は、 接続文字列オプシ ョ ン

TRANSLATIONDLL=path_and_DLL_name を使って、 ト ランスレーター DLL を指定するこ と もできます。 Zen 用
のト ランスレーター DLL 名は W32BTXLT.DLL です。

メモ   OEM から  ANSI への変換オプシ ョ ンは、 ク ライアン ト  DSN と  64 ビッ ト  DSN のみで使用できます。 

（また、 この変換オプシ ョ ンをローカルのエンジン DSN で利用するこ と もできます。 リモート  ク ライアン

ト接続をエンジン DSN に設定している と きには使用できません。 エンジン DSN の使用は推奨されておら

ず、 新しいアプリ ケーシ ョ ンには利用できないという こ とを頭に入れておいてください。）

データベース コード  ページとエンコード変換の相互の影響

次の表で、データベース  コード  ページと  DSN エンコード間の相互の影響を説明します。 コード  ページの説明に

ついては、 「DSN セッ ト アップを介したデータベースの作成」 を参照してください。

表 12 データベース コード  ページと  DSN のエンコード変換設定

データベースのコード  ペー

ジ

接続エンコード変換  Zen ODBC ド ライバー

サーバーのデフォルト なし

（PSQL v10 SP1 よ り 前のバージ ョ

ンのデフ ォル ト の動作 と 同じ で

す。）

データやメ タデータの変換は行われません。 サー

バー上の OS エンコード と ク ラ イアン ト上の OS エ
ンコードが一致しているこ とが前提です。

データ変換の互換性のためには、 ク ライアン ト  マシ

ンで使用するエンコードが、 データベースにおける

データ と メ タデータのエンコード と一致する必要が

あ り ます。
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特定のコード  ページ なし

（PSQL v10 SP1 よ り 前のバージ ョ

ンのデフ ォル ト の動作 と 同じ で

す。）

データやメ タデータの変換は行われません。 サー

バー上の OS エンコード と ク ラ イアン ト上の OS エ
ンコードが一致しているこ とが前提です。

データ変換の互換性のためには、 ク ライアン ト  マシ

ンで使用するエンコードが、 データベースにおける

データ と メ タデータのエンコード と一致する必要が

あ り ます。 

サーバーのデフォルト

または

特定のコード  ページ

OEM/ANSI データベース  コード  ページを無視し、データおよび

メ タデータを、 データベースの OEM エンコードか

ら ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンの ANSI Windows
エンコードに変換します。

サーバーのデフォルト 自動 データおよびメ タデータを、 サーバーのデフォルト

の OS エンコードから、ク ラ イアン トの OS エンコー

ドに変換します。 

特定のコード  ページ 自動 データおよびメ タデータを、 データベース  コード

ページから、 ク ラ イアン トの OS エンコードに変換

します。

表 12 データベース コード  ページと  DSN のエンコード変換設定

データベースのコード  ペー

ジ

接続エンコード変換  Zen ODBC ド ライバー
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Zen エンジン DSN セッ トアップ

エンジン DSN は 32 ビッ トのみです。

Windows 64 ビッ ト  オペレーティング システムには、 ODBC アド ミ ニス ト レーター用の実行可能ファイルが 2 種
類含まれています。 1 つは 32 ビッ ト  DSN 用で、 も う  1 つは 64 ビッ ト  DSN 用です。 各 ODBC アド ミニス ト レー

ターは、 自身のビッ ト数に合致するシステム DSN のみを列挙します。 つま り、 64 ビッ ト  ODBC アド ミ ニス ト

レーターは 64 ビッ ト  システム DSN を列挙します。逆もまた同様です。Windows コン ト ロール パネルから  ODBC
アド ミ ニス ト レーターを起動した場合は、 64 ビッ ト  バージ ョ ンが実行されます。 エンジン DSN は 32 ビッ トで

のみ使用できるため、 64 ビッ ト  バージョ ンでは表示されません。

Zen Control Center （ZenCC） の ［ツール］ メニューには、 32 ビッ ト または 64 ビッ トの ODBC アド ミニス ト レー

ターを起動するためのオプシ ョ ンが個々に含まれています。 こ こで留意する点は、 ODBC アド ミ ニス ト レーター

が既に開かれている場合、 Windows はそれをデフォルト とする という こ とです。 つま り、 32 ビッ ト  ODBC アド

ミ ニス ト レーターが開いている と きに 64 ビッ ト用を起動しよ う とする と、Windows は 32 ビッ ト  バージ ョ ンを表

示します （逆も同様） 。 言い換える と、 ODBC アド ミニス ト レーターは同時に 1 つのバージ ョ ンしか実行されな

いという こ とです。 これは Windows オペレーティング システムの制限であ り、 Zen の制限ではありません。

メモ  新規または修正を施す 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 ローカルでも リモートでも、 エンジン DSN で

はなく名前付きデータベースに接続する必要があ り ます。この代わりに、アプリ ケーシ ョ ンは DSN レス接続

を使用するこ と もできます （ 「DSN を使用しない接続 （DSN レス接続） 」 を参照して ください） 。 エンジン

DSN の使用を避けるこ とで、 将来エンジン DSN が Zen でサポート されな くなってもアプリ ケーシ ョ ンを維

持するこ とができます。

データ  ソース名

ODBC ク ライアン ト  サーバー アーキテクチャは特定のデータ  セッ ト をそれぞれの名前で呼び出すので、 わかり

やすい名前で参照するこ とができます。

接続をセッ ト アップするデータ  ソースの名前 （データ  ソース名または DSN と呼びます） を入力します。 この

DSN はデータ  ソースの識別に役立ちます。 

データベース  エンジンでの DSN の使用に関する詳細については、 「ODBC データベース  アクセス」 を参照して

ください。

説明

必要に応じて、 DSN の説明を入力します。 説明は、 DSN、 データベース、 またはアプリ ケーシ ョ ンの識別に役立

ちます。 

データベース名

DSN に関連付けるデータベースを選択します。 オプシ ョ ンで ［作成］ をク リ ッ クする と、 新規データベースを作

成できます。

データベース設定の詳細

次のデータベース設定の詳細については、 「DSN セッ ト アップを介したデータベースの作成」 を参照してくださ

い。

 「辞書のロケーシ ョ ン」 

 「データ  ファ イルのロケーシ ョ ン」 

 「整合性の設定」 

 「バウンド」
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エンジン DSN 用の詳細な接続属性

エンジン DSN 用の接続属性には以下のものがあ り ます。

 「DSN オープン モード」

 「エンコード変換」

メモ  エンジン DSN の使用は推奨されていません。 新規または修正を施すアプリ ケーシ ョ ンは、 接続モード

がローカルでも リモートでも、 ク ライアン ト  DSN を使用してください。

DSN オープン モード

エンジン DSN 用の DSN オープン モード  オプシ ョ ンを使用する と、 指定した DSN を介してテーブルを開く際に

適用する特性を指定できます。 これらのオプシ ョ ンは互いに排他的で、 1 つしか選択するこ とはできません。

これらのオプシ ョ ンは Btrieve の 「Open （0）」 オペレーシ ョ ンで使用できるオープン モードに直接対応していま

す。 DSN のオープン モードを設定するこ とによ り、 その DSN によって開かれるテーブル （Btrieve ファ イルに対

応） のデフォルトの動作を設定するこ とにな り ます。

ノーマル

デフォルトはノーマル モードです。 ノーマル モードでテーブルを開く と、データベースに定義されている権限に

従って読み込み / 書き込みアクセスが許可されます。

このモードが選択された場合、 ODBC 接続文字列には OPENMODE=0 が含まれ、 データベースに接続した際に次

の ODBC 関数呼び出しが実行されます。

SQLSetConnectOption(pSubDbc, SQL_ACCESS_MODE, SQL_MODE_READ_WRITE); 

アクセラレイテ ィ ド

アクセラレイティ ド  モードでテーブルを開く と、データベース  エンジンが現在のユーザーに対し関数のロギング

を行えなくな り、 追加 / 更新のパフォーマンスが向上します。 アクセラレイティ ド  モードのロギングを変更して

も、 同じテーブルにアクセスしている他のユーザーには影響があ り ません。

注意   データベース  エンジンは、 ク ライアン トがアクセラレイティ ド  モードを使用している間は、 ク ライア

ン トの ト ランザクシ ョ ン ア ト ミ シティ、 ト ランザクシ ョ ン一貫性保持、およびアーカイブ ログの安全性を保

証できません。 この制約があるのは、 ログからの復元が必要な場合に、 完全な復元を行うために十分な情報

がログに含まれていない可能性があるからです。 なぜなら、 ログは、 1 つのデータ  ファ イル上で行った操作

の部分的な記録でしかないからです。

たとえば、アクセラレイティ ド  モードを使用して挿入を実行するク ライアン ト と、 ノーマル モードを使用し

表 13 DSN オープン モードおよび ODBC 接続オプシ ョ ン

オープン モード 生成される ODBC 接続文字列 SQLSetConnectOption 呼び出し

ノーマル OPENMODE=0 SQLSetConnectOption(pSubDbc, SQL_ACCESS_MODE, 
SQL_MODE_READ_WRITE);

アクセラレイティ ド OPENMODE=-1 SQLSetConnectOption は無視されます。

リードオン リー OPENMODE=1 SQLSetConnectOption(pSubDbc, SQL_ACCESS_MODE, 
SQL_MODE_READ_ONLY);

エクスクルーシブ OPENMODE=-4 SQLSetConnectOption は無視されます。
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て更新を実行するク ライアン トが同じファ イルにアクセスしている と きにシステム障害が発生した場合、 ト

ランザクシ ョ ン ログには、データ  ファ イルにまだ存在しないレコードに対する更新が含まれている可能性が

あ り ます。 これは、 メモ リ内のアクセラレイティ ドの挿入操作は一度もディ スクにフラ ッシュされていませ

んが、 ト ランザクシ ョナルな更新操作はト ランザクシ ョ ン ログに書き込まれているためです。

この操作の組み合わせを含むアーカイブ ログをロール フォワード しよ う とする と、 失敗します。

こ のモード が選択された場合、 ODBC 接続文字列には OPENMODE=-1 が含まれ、 ODBC ド ラ イバーは

SQLSetConnectOption 呼び出しを無視します。 このモードを指定するのに SQLSetConnectOption は使用できませ

ん。

リードオンリー

リード  オン リー モードでテーブルを開いた場合、データベース構造やデータベース内のデータを変更する操作は

許可されません。

このモードが選択された場合、 ODBC 接続文字列には OPENMODE=1 が含まれ、 データベースに接続した際に次

の ODBC 関数呼び出しが実行されます。

SQLSetConnectOption(pSubDbc, SQL_ACCESS_MODE, SQL_MODE_READ_WRITE); 

エクスクルーシブ

テーブルをエクスクルーシブ モードで開く と、 そのテーブルに対するほかの接続は許可されません。そのテーブ

ルに現在ほかのユーザーがアクセスしている場合、エクスクルーシブ モードで開く こ とはできません。後でも う

一度試す必要があ り ます。

こ のモード が選択された場合、 ODBC 接続文字列には OPENMODE=-4 が含まれ、 ODBC ド ラ イバーは

SQLSetConnectOption 呼び出しを無視します。 このモードを指定するのに SQLSetConnectOption は使用できませ

ん。

エンコード変換

エンコード変換オプシ ョ ンはク ライアン ト  DSN や 64 ビッ ト  DSN 用のオプシ ョ ンと同じです。「エンコード変換」

を参照して ください。
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DSN セッ トアップを介したデータベースの作成

次の表は、 データベースの作成ダイアログ上にあるコン ト ロールについての説明です。

要素 説明

データベース名 データベース一覧に表示されるデータベースの名前。 たとえば、 Zen Control Center で表示される

データベース名です。

メモ ： 既存のデータベース名と同じ名前にするこ とはできません。

整合性の設定 データベースに整合性制約 （セキュ リ ティ、 RI、 ト リ ガー） を設定するかど うかを指定します。 こ

れらの制約は、データ  ファイルへの ODBC/SQL アクセスだけでなく、Btrieve アクセスにも適用さ

れます。

追加情報については、 『Advanced Operations Guide』 の 「Btrieve およびリ レーシ ョナル制約間の

相互作用」 を参照してください。

バウンド データベースが、バインド されているかど うかを示します。データベースをバインドする と、DDF
またはデータ  ファイルが別のデータベースによって使用されるこ とを防ぎ、 データ  ファ イルが同

一データベース内で複数の別のテーブル定義を持つこ とを防ぎます。

バウン ド  データベースの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の 「バウン ド  データ

ベースと整合性の設定」 を参照してください。

長い メ タデータ （V2
メ タデータ）

データベースで使用する メ タデータに対し、 バージ ョ ン 1 （V1） またはバージ ョ ン 2 （V2） のどち

らかを指定します。

データベース  エンジンでは、 メ タデータでバージ ョ ン 1 （V1） とバージ ョ ン 2 （V2） とい う  2 つ
のバージ ョ ンをサポート します。 メ タデータのバージ ョ ンはデータベースのプロパティです。この

プロパティはそのデータベース内の全テーブルに対して適用され、 dbnames.cfg ファ イルに記録さ

れます。 データベースでは、 メ タデータ  バージ ョ ン 1 を使用するテーブルと メ タデータ  バージ ョ

ン 2 を使用するテーブルを一緒に使用するこ とはできません。2 つのバージ ョ ンのメ タデータはそ

れぞれ情報をやり取りするこ とができません。

追加情報については、 『SQL Engine Reference』 の 「Zen メ タデータ」 を参照して ください。

コード  ページ データベースのデータおよびメ タデータに適用されるコード  ページを指定します。 このプロパ

ティは DBNAMES.CFG に格納されます。 

デフォルトのコード  ページは " サーバーのデフォルト " で、 データベース  エンジン実行中のサー

バーのオペレーティング システム コード  ページを意味します。

データベース  コード  ページと ク ラ イアン ト  エンコードは別個のものですが、相互に関連していま

す。 『Advanced Operations Guide』 の 「データベース  コード  ページと ク ラ イアン ト  エンコード」

を参照してください。

Btrieve セキュ リ テ ィ

ポ リ シー

ト ランザクシ ョナル インターフェイスで使用するセキュ リ ティ  モデルを指定します。 『Advanced
Operations Guide』 の 「MicroKernel エンジンのセキュ リ ティ  モデル」 を参照してください。

辞書のロケーシ ョ ン この場所は、辞書ファ イル （DDF） が存在する物理的な保管場所を指定します。 この場所は、接続

しているサーバーと同じサーバーで、 データベース  エンジンが実行されているサーバーにある必

要があ り ます。 場所の形式は、 サーバー マシンで直接作業しているよ う な形式にする必要があ り

ます。

drive:\path とい う形式で入力します。 drive はサーバーのド ライブ名です。

データ  フ ァ イルのロ

ケーシ ョ ン

この場所は、 データ  ファイルが存在する物理的な保管場所を指定します。 ［追加］ ボタンをク リ ッ

クする と、 データ  ファイルの場所を リ ス トに追加するこ とができます。 ［削除］ ボタンをク リ ッ ク

する と、データ  ファイルの場所を リ ス トから削除するこ とができます。データ  ファイルの場所は、

データベース  エンジンが起動している同じサーバー上でなければなり ません。

［辞書のロケーシ ョ ン］ についても同じ方法で場所を指定して ください。 



32

ODBC 接続文字列

このセクシ ョ ンでは、 Zen でサポート される  ODBC 接続文字列について説明します。 この情報は、 接続文字列を

指定するこ とができるデータベース  アクセス  ツールを使用する上級ユーザー、および Zen にアクセスする  ODBC
アプリ ケーシ ョ ンの開発者向けです。

ODBC ド ライバー パラメーター

Zen データベース  エンジンに接続するには、 Zen ODBC ド ラ イバーを使用するよ うに指定する必要があ り ます。

使用可能なド ライバーの詳細については、 「Zen ODBC ド ラ イバー名」 を参照して ください。

ODBC の Driver パラ メーターを使用して、 適切なド ライバーを指定します。 たとえば、 次のよ うに指定します。

Driver={Pervasive ODBC Unicode Interface}

Driver={Pervasive ODBC Interface}

Driver={Pervasive ODBC Client Interface}

Driver={Pervasive ODBC Engine Interface} 

Driver パラメーター

Driver パラ メーターで指定された特定のド ライバーには、 サーバー、 ポート、 データベースなどの名前を付ける

ための追加の属性パラ メーターがあ り ます。 これらの共通パラ メーターに加えて、 各ド ライバー固有のパラ メー

ターもあ り ます。 次の表は、 さまざまなド ライバーで利用できる ド ライバー パラ メーターを示しています。属性

は、 ODBC 関数の SQLDriverConnect または SQLConnect を介して含めるこ とができます。 

表 14 Unicode ド ライバーの接続文字列パラメーター

接続文字列パラメーター 説明

ServerName=server[.port] 接続するコンピューターのマシン名または IP アドレスを指定します。必須。Port
は下位互換性のために用意されています。 デフォル トのポート を使用しない場

合は、 使用するポート番号を指定するこ とができます。 IPv6 アドレスを使用し

たり、 ODBC 接続にポート番号を追加したりする場合は、 IPv6-literal.net 名また

は UNC で正し く動作する名前を使用します。『Getting Started with Zen』の 「ド

ラ イブ ベースの形式」 を参照してください。

TransportHint=TCP 使用する転送プロ ト コルまたは 初に試行する転送プロ ト コルを指定します。

デフォルトは "TCP" （"TCP のみ試行 "） です。 省略可能。

DBQ=[@]db_name 接続する内部データベース名を指定します。 DSN ではあ り ません。 必須。

@ 文字は省略可能です。 この文字はなんの意味も持たず、 以前のバージ ョ ンと

の互換性のためだけにサポート されています。

TCPPort=port サーバーを探す TCP/IP ポート を指定します。 省略可能。 『Getting Started with
Zen』 の 「デフォルトの通信ポートの変更」 も参照してください。

ArrayFetchOn=1 | 0 結果セッ ト をク ラ イアン ト上にキャ ッシュするかど うかを指定します。 デフォ

ルトは 1 （キャ ッシュする） です。 省略可能。

ArrayBufferSize=size ク ラ イアン ト  キャ ッシュのサイズを  KB 単位で指定します。デフォルトは 8 KB
です。 省略可能。
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 例 A

ServerMain とい う リ モー ト  サーバー上にある、 ワイ ド文字データを含んでいる  SOMEDATA とい うデータ

ベースに対し、 TCP/IP ポート  1590 を使用して接続します。

Driver={Pervasive ODBC Unicode Interface}; 

ServerName=ServerMain.1590;DBQ=SOMEDATA; TransportHint=TCP; 

 例 B

データベース  セキュ リ テ ィが有効になっている ローカル サーバー上の、 ワ イ ド文字データを含んでいる

EuropeRegion4 という名前のデータベースに接続します。

Driver={Pervasive ODBC Unicode Interface}; 

DBQ=EuropeRegion4;UID=tonyawu7;PWD=HR19lb8w; 

PvTranslate=auto ク ラ イアン トがデータベース  エンジンに接続する と きに、データ  エンコードの

処理方法を指定します （詳細については、 「エンコード変換」 を参照してくださ

い）。

Unicode ド ラ イバーの PvTranslate はデフォルトで " 自動 " に設定されています。

これによ り、明示的に PvTranslate を " 自動 " に設定しなくても、ワイ ド文字デー

タを含んでいる  NCHAR 列や NCHAR リ テラルを使用できるよ うにな り ます。

属性を " 自動 " に設定した場合、 ク ライアン ト とサーバーは自動的に適合する

エンコードを確立します。 データ変換は、 必要に応じ ク ラ イアン トで行われま

す。

UID=user_name データベースのセキュ リ テ ィが有効になっている場合、 ユーザー名を指定しま

す。 セキュ リ ティの設定によ り、 省略可能。 『Advanced Operations Guide』 の

「Zen セキュ リ ティ」 を参照してください。

PWD=password データベースのセキュ リ テ ィが有効になっている場合、 パスワードを指定しま

す。 セキュ リ ティの設定によ り、 省略可能。 『Advanced Operations Guide』 の

「Zen セキュ リ ティ」 を参照してください。

表 15 64 ビッ ト  ド ライバーの接続文字列パラメーター

接続文字列パラメーター 説明

ServerName=server[.port] 接続するコンピューターのマシン名または IP アドレスを指定します。必須。Port
は下位互換性のために用意されています。 デフォル トのポート を使用しない場

合は、 使用するポート番号を指定するこ とができます。 IPv6 アドレスを使用し

たり、 ODBC 接続にポート番号を追加したりする場合は、 IPv6-literal.net 名また

は UNC で正し く動作する名前を使用します。『Getting Started with Zen』の 「ド

ラ イブ ベースの形式」 を参照してください。

TransportHint=TCP 使用する転送プロ ト コルまたは 初に試行する転送プロ ト コルを指定します。

デフォルトは "TCP" （"TCP のみ試行 "） です。 省略可能。

DBQ=[@]db_name 接続する内部データベース名を指定します。 DSN ではあ り ません。 必須。

@ 文字は省略可能です。 この文字はなんの意味も持たず、 以前のバージ ョ ンと

の互換性のためだけにサポート されています。

TCPPort=port サーバーを探す TCP/IP ポート を指定します。 省略可能。 『Getting Started with
Zen』 の 「デフォルトの通信ポートの変更」 も参照してください。

ArrayFetchOn=1 | 0 結果セッ ト をク ラ イアン ト上にキャ ッシュするかど うかを指定します。 デフォ

ルトは 1 （キャ ッシュする） です。 省略可能。

表 14 Unicode ド ライバーの接続文字列パラメーター

接続文字列パラメーター 説明
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例

64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンを使用して、 acctdomestic という名前のローカル データベースに接続します。

Driver={Pervasive ODBC Interface};DBQ=acctdomestic; 

 

ArrayBufferSize=size ク ラ イアン ト  キャ ッシュのサイズを  KB 単位で指定します。デフォルトは 8 KB
です。 省略可能。

PvTranslate=auto ク ラ イアン トがデータベース  エンジンに接続する と きに、データ  エンコードの

処理方法を指定します。 この属性は、 指定しないでおくか、 または自動変換を

示すために、 値を  " 自動 " に設定するこ とができます （詳細については、 「エン

コード変換」 を参照して ください）。 

属性を " 自動 " に設定した場合、 ク ライアン ト とサーバーは自動的に適合する

エンコードを確立します。 データ変換は、 必要に応じ ク ラ イアン トで行われま

す。DSN では "OEM/ANSI" よ り  " 自動 " が優先されるこ とに注意して ください。 

この属性が指定されていない場合、 ODBC は文字データを変換しません。 これ

はデフォルトの動作です。旧来どおり  "OEM/ANSI" 設定が適用されます。「OEM/
ANSI 変換」 を参照して ください。

UID=user_name データベースのセキュ リ テ ィが有効になっている場合、 ユーザー名を指定しま

す。 セキュ リ ティの設定によ り、 省略可能。 『Advanced Operations Guide』 の

「Zen セキュ リ ティ」 を参照してください。

PWD=password データベースのセキュ リ テ ィが有効になっている場合、 パスワードを指定しま

す。 セキュ リ ティの設定によ り、 省略可能。 『Advanced Operations Guide』 の

「Zen セキュ リ ティ」 を参照してください。

表 16 32 ビッ ト  クライアン ト  ド ライバーの接続文字列パラメーター

接続文字列 説明

ServerName=server[.port] 接続するコンピューターのマシン名または IP アドレスを指定します。必須。Port
は下位互換性のために用意されています。 デフォルトのポート を使用しない場

合は、 使用するポート番号を指定するこ とができます。 IPv6 アドレスを使用し

たり、 ODBC 接続にポート番号を追加したりする場合は、 IPv6-literal.net 名また

は UNC で正し く動作する名前を使用します。 『Getting Started with Zen』 の

「ド ラ イブ ベースの形式」 を参照して ください。

ServerDSN=dsn_name 接続するエンジン DSN を指定します。 DBQ が指定されていなければ必須。

TransportHint=TCP 使用する転送プロ ト コルまたは 初に試行する転送プロ ト コルを指定します。

デフォルトは "TCP" （"TCP のみ試行 "） です。 省略可能。

DBQ=[@]db_name 接続する内部データベース名を指定します。 DSN ではあ り ません。 必須。

@ 文字は省略可能です。 この文字はなんの意味も持たず、 以前のバージ ョ ンと

の互換性のためだけにサポート されています。

TCPPort=port サーバーを探す TCP/IP ポート を指定します。 省略可能。 『Getting Started with
Zen』 の 「デフォルトの通信ポートの変更」 も参照して ください。

ArrayFetchOn=1 | 0 結果セッ ト をク ラ イアン ト上にキャ ッシュするかど うかを指定します。 デフォ

ルトは 1 （キャ ッシュする） です。 省略可能。

ArrayBufferSize=size ク ラ イアン ト  キャ ッシュのサイズを KB 単位で指定します。デフォルトは 8 KB
です。 省略可能。

表 15 64 ビッ ト  ド ライバーの接続文字列パラメーター

接続文字列パラメーター 説明
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 例 A

TCP/IP ポート  1585 を使用して、 AncientLore という リモート  サーバー上にある  Atlantis というデータベース

に接続します。

Driver={Pervasive ODBC Client Interface}; 

ServerName=AncientLore.1585;DBQ=Atlantis; 

 例 B

データベース  セキュ リティが有効になっている  SalesSvr という リモート  サーバー上にある、 DomSales とい

うデータベースに接続します。

Driver={Pervasive ODBC Client Interface}; 

ServerName=SalesSvr;DBQ=DomSales;UID=alexjame;PWD=k7Jb9xRR; 

 例 C

MyServer という名前のリモート  サーバー上にある、 mydata というエンジン DSN に接続し、自動エンコード

サポート を確立します。

Driver={Pervasive ODBC Client Interface}; 

ServerName=MyServer;ServerDSN=mydata;PvTranslate=auto; 

 

PvTranslate=auto ク ラ イアン トがデータベース  エンジンに接続する と きに、データ  エンコードの

処理方法を指定します。 この属性は、 指定しないでおくか、 または自動変換を

示すために、 値を  " 自動 " に設定するこ とができます （詳細については、 「エン

コード変換」 を参照して ください）。 

属性を " 自動 " に設定した場合、 ク ラ イアン ト とサーバーは自動的に適合する

エンコードを確立します。 データ変換は、 必要に応じ ク ラ イアン トで行われま

す。DSN では "OEM/ANSI" よ り  " 自動 " が優先されるこ とに注意して ください。 

この属性が指定されていない場合、 ODBC は文字データを変換しません。 これ

はデフォルトの動作です。旧来どおり  "OEM/ANSI" 設定が適用されます。「OEM/
ANSI 変換」 を参照してください。 

UID=user_name データベースのセキュ リ テ ィが有効になっている場合、 ユーザー名を指定しま

す。 セキュ リ ティの設定によ り、 省略可能。 『Advanced Operations Guide』 の

「Zen セキュ リ ティ」 を参照してください。

PWD=password データベースのセキュ リ テ ィが有効になっている場合、 パスワードを指定しま

す。 セキュ リ ティの設定によ り、 省略可能。 『Advanced Operations Guide』 の

「Zen セキュ リ ティ」 を参照してください。

表 17 32 ビッ ト  エンジン ド ライバーの接続文字列

接続文字列 説明

DBQ=[@]db_name 接続する内部データベース名を指定します。 DSN ではあ り ません。 必須。

@ 文字は省略可能です。 この文字はなんの意味も持たず、 以前のバージ ョ ン

との互換性のためだけにサポート されています。

UID=user_name データベースのセキュ リ ティが有効になっている場合、 ユーザー名を指定し

ます。セキュ リ ティの設定によ り、省略可能。『Advanced Operations Guide』
の 「Zen セキュ リティ」 を参照してください。

表 16 32 ビッ ト  クライアン ト  ド ライバーの接続文字列パラメーター

接続文字列 説明
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 例

DATA5 という名前のローカル データベースに接続します。

Driver={Pervasive ODBC Engine Interface};DBQ=DATA5; 

メモ   エンジン DSN の使用は推奨されていません。新規または修正を施すアプリ ケーシ ョ ンは、接続モード

がローカルでも リモートでも、 ク ライアン ト  DSN を使用してください。

PWD=password データベースのセキュ リ ティが有効になっている場合、 パスワードを指定し

ます。セキュ リ ティの設定によ り、省略可能。『Advanced Operations Guide』
の 「Zen セキュ リティ」 を参照してください。

OPENMODE=-4 | -1 | 0 | 1 現在の接続で開く ファ イルのデフォルトのオープン モードを指定します。デ

フォルトは 0 （ノーマル） です。 ローカル接続のみで使用でき、 リモート  ク
ライアン ト接続では使用できません。 省略可能。 

ファ イル オープン モードの詳細については、「DSN オープン モード」 を参照

してください。

TRANSLATIONDLL=path_and_DLL_name OEM/ANSI 変換に使用する  DLL のフル パス名を指定します。 詳細について

は、 「OEM/ANSI 変換」 を参照してください。

表 17 32 ビッ ト  エンジン ド ライバーの接続文字列

接続文字列 説明
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